
Ｉ　数学

以下の 3問 (I–1，I–2，I–3)全てに解答せよ．解答にあたっては結果だけでなく，
導出過程も記せ．

Ｉ–１　以下の問題に答えよ．

問題 1 　任意のスカラー場 φ(x, y, z)があったとき，その勾配の回転はゼロにな
る (∇×∇φ = 0)ことを示せ．

問題 2 　任意のベクトル場 h(x, y, z)があったとき，その回転の発散がゼロにな
る (∇ · (∇× h) = 0)ことを示せ．

問題 3 　下記の方程式を満たす φ(t, x)の解を求めよ．
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問題 4 　下記の積分を実行せよ．ただし rは正の実数である．
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問題 5 　 xと yはそれぞれ時間 tの関数であり，次の連立微分方程式を満たす．x

および yの一般解を求めよ．また初期条件として t = 0で (x, y) = (a, 0)とし
たときの特殊解を求め，それについて tの変化によって点 (x, y)が描く軌跡
を描け．
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問題 6 　次式の値を求めよ．
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Ｉ–２　次の行列Aについて以下の問題に答えよ．
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ここで iは虚数単位を表す．

問題 1 　Aの固有値と固有ベクトルを求めよ．

問題 2 　Aを対角化せよ．

問題 3 　Aの指数関数を次のように定義する．
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ここで Iは 2×2の単位行列である．eAを計算せよ．

Ｉ–３　loge 3の近似値を小数点以下第 2位まで求めよ．ここで eは自然対数の底
e = 2.71828 . . . を表す．


